報告の種類を記載

原 稿 フォ－マ ッ ト
表題〇〇〇〇〇〇〇〇
　〇秋田太郎１）　秋田花子２）　秋田次郎２）　
1)施設名　2)施設名

キーワード　〇〇〇　〇〇〇　〇〇〇（3つ以上、5つ以内）
【実践報告】


Ⅰ.はじめに　　
背景　取り組んだ理由
　　　必要により「用語の定義」を記載する。
Ⅱ.目的

Ⅲ．倫理的配慮
　倫理審査を受けていない場合は、組織的な了承
を得ていること、対象者への説明と同意・対象者への不利益や負担の配慮について記載すること

Ⅳ.実践内容
対象者、期間、方法など

Ⅴ．結果
　表1　〇〇〇〇
	
	
	

	
	
	



	


図1　〇〇〇〇
※表、図ともに挿入する場合は、文献の後でも差支えはない。
Ⅵ．考察
　〇〇〇〇ら１）は、「〇〇〇」と述べている。
　〇〇〇〇ら２）は、「〇〇〇」と述べている。　
　文献を根拠としながら、実践を分析する。
看護実践への示唆・課題・展望


利益相反状態を記載する。
【記載例】
　申告すべきCOI状態がない場合
　　本演題の発表に際し、申告すべきCOI関係にある企業はない。

　申告すべきCOI状態がある場合
　　本演題の発表に関連し○○株式会社から研究者
所属看護部へ委託研究費・奨学寄附金等の研究
費、および○○について無償で提供を受けてい
る。　

引用文献
1)【雑誌の場合】著者名：表題名,雑誌名,巻
[bookmark: _Hlk31362238]　（号）,頁,発行年（西暦年次）．
2)【単行本の場合】上記と同様
※1　引用文献は、引用番号順に記載すること。
※2　インターネットから引用する場合は、公的
機関から提供される情報（統計・法令等）、電
子ジャーナルのみを対象とする。URLに続け
てアクセス月日を記載すること。
　例：http://www.〇〇〇（〇月〇日アクセス）


